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仏
性
論
争
に
お
け
る
一
闡
提
成
仏
の
基
礎
的
研
究
│
│
唐
初
期
に
お
け
る
霊
潤
・
神
泰
・
義
栄
の
争
点
を
め
ぐ
っ
て
│
│
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
藤
村
潔
一
は
じ
め
に
本
研
究
の
目
的
は
、
中
国
唐
初
期
に
勃
興
し
た
仏
性
論
争
（
三
一
権
実
論
争
）
の
中
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を
占
め
る
「
一
闡
提
成
仏
」
を
究
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
東
晋
・
北
凉
期
か
ら
唐
初
期
（
太
宗
期
）
に
至
る
ま
で
、「
一
闡
提
」
の
語
句
が
様
々
な
経
論
の
中
で
訳
出
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
一
闡
提
」
と
は
、
一
般
的
に
「
断
善
根
」「
信
不
具
足
」
と
い
っ
た
語
意
に
解
釈
さ
れ
、
不
成
仏
の
代
名
詞
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
原
初
は
、
中
期
大
乗
経
典
の
『
涅
槃
経
』
で
あ
る
が
、
経
典
全
体
を
概
観
す
る
と
一
闡
提
は
極
め
て
多
様
に
説
き
明
か
さ
れ
る
。
そ
の
思
想
背
景
は
『
楞
伽
経
』
に
も
継
承
さ
れ
て
、
一
闡
提
説
と
し
て
新
展
開
し
て
い
く
。
な
か
で
も
、
曇
無
讖
訳
出
の
『
涅
槃
経
』（
北
本
）
が
中
国
の
地
に
伝
播
す
る
と
、「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う
根
本
教
説
と
「
一
闡
提
不
成
仏
」
の
例
外
規
定
が
一
体
ど
の
よ
う
に
止
揚
さ
れ
る
の
か
考
証
さ
れ
た
。
折
し
も
唐
初
期
に
、
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
玄
奘
三
蔵
（
六
〇
二
│
六
六
四
）
が
、
新
訳
経
論
を
訳
出
し
た
こ
と
で
「
無
種
性
」（
無
性
）
と
い
う
概
念
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
玄
奘
の
新
訳
（
 
）
で
は
僅
か
な
例
外
を
除
き
、「
一
闡
提
」
の
概
念
を
訳
語
に
用
い
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
背
景
を
重
ね
合
わ
す
と
、
中
国
の
仏
教
思
想
家
は
「
一
闡
提
」
と
「
無
性
」（
無
仏
性
）
の
両
者
を
互
い
に
投
３１ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
影
さ
せ
て
、
成
仏
の
可
否
を
真
摯
に
議
論
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
仏
性
論
争
の
中
で
一
闡
提
と
緊
密
に
結
び
付
く
概
念
を
挙
げ
、
ど
の
よ
う
な
教
説
が
不
成
仏
の
議
論
と
な
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。
従
っ
て
、
今
回
は
唐
初
期
に
活
躍
し
た
霊
潤
・
神
泰
・
義
栄
の
逸
文
資
料
を
中
心
に
、
一
体
ど
の
よ
う
な
点
が
一
闡
提
成
仏
・
不
成
仏
の
争
点
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
淵
源
を
探
り
た
い
。
二
仏
性
論
争
の
起
因
仏
性
論
争
史
で
の
最
初
期
は
霊
潤
・
神
泰
・
義
栄
の
論
争
に
他
な
ら
な
い
。
既
に
先
行
研
究
の
中
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
（
 
）
は
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
彼
ら
の
論
争
全
体
の
経
緯
は
、
日
本
天
台
の
最
澄
（
七
六
六
、
七
六
七
│
八
二
二
）
が
著
し
た
『
守
護
国
界
章
』
『
法
華
秀
句
』
の
中
に
僅
か
に
明
か
さ
れ
る
の
み
で
、
単
行
の
文
献
と
し
て
は
今
日
現
存
し
な
い
。
従
っ
て
、
今
回
取
り
挙
げ
る
一
闡
提
に
関
す
る
検
討
も
、
最
澄
の
『
法
華
秀
句
』
の
中
で
引
用
さ
れ
る
所
説
が
軸
と
な
る
。
無
論
、
唐
初
期
の
仏
性
論
争
史
と
は
い
え
、
最
澄
の
主
観
が
広
く
反
映
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
霊
潤
・
神
泰
・
義
栄
の
思
想
を
知
る
唯
一
の
手
掛
か
り
と
し
て
は
彼
の
遺
し
た
資
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
（

）
『
法
華
秀
句
』
は
最
澄
が
入
寂
す
る
直
前
の
八
二
一
年
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
集
大
成
と
し
て
極
め
て
重
要
な
文
献
で
あ
る
。
本
書
は
三
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
中
巻
に
仏
性
論
争
の
歴
史
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
見
出
し
を
最
澄
は
、
決
択
仏
性
護
咽
喉
。
初
明
天
竺
仏
性
諍
。
次
示
大
唐
仏
性
諍
。
３２
（
 
）
後
弁
日
本
仏
性
諍
。
と
明
記
し
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
と
仏
性
論
争
が
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
提
示
す
る
。
こ
の
中
で
、
日
本
の
仏
性
論
争
は
特
定
の
名
称
を
挙
げ
て
い
な
い
た
め
、
恐
ら
く
最
澄
自
ら
が
論
争
当
事
者
と
し
て
徳
一
と
対
決
し
て
い
く
姿
勢
を
明
か
す
。
イ
ン
ド
・
中
国
の
箇
所
は
論
争
当
事
者
の
名
前
や
文
献
名
を
挙
げ
て
、
論
争
の
歴
程
を
示
し
て
い
る
。
論
旨
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ス
ノ
ヲ
ま
ず
イ
ン
ド
で
は
「
明
二
小
乗
諍
一
」
と
し
て
、『
瑜
伽
師
地
論
』（『
瑜
伽
論
』）
所
説
の
「
無
種
性
」（
補
特
伽
羅
）
を
め
ぐ
る
議
論
を
挙
ス
ノ
ヲ
げ
る
。
次
に
「
弁
二
大
乗
諍
一
」
の
中
で
世
親
の
『
仏
性
論
』
の
経
説
を
挙
げ
て
議
論
す
る
。
最
澄
の
立
場
は
、
世
親
が
大
乗
の
了
義
を
宣
揚
す
る
た
め
に
『
仏
性
論
』
を
著
し
、
小
乗
の
妄
執
を
破
斥
し
た
と
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
澄
は
『
瑜
伽
論
』
と
『
仏
性
論
』
の
二
論
を
「
五
返
の
問
答
」
と
し
て
検
討
し
、
世
親
本
人
は
「
分
別
部
の
定
有
」
と
「
薩
婆
多
の
定
無
」
の
何
れ
に
も
傾
倒
せ
ず
、
厳
し
く
批
判
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
ノ
ハ
ナ
レ
ハ
ス
ノ
ヲ
ニ
シ
テ
ノ
ヲ
ス
ノ
ヲ
ハ
テ
テ
ヲ
ス
ル
カ
ノ
ヲ
彼
瑜
伽
声
聞
地
。
決
二
択
小
乗
義
一
。
故
徴
二
分
別
部
難
一
。
存
二
薩
婆
多
義
一
。
此
仏
性
論
。
立
二
悉
有
仏
性
一
。
破
二
小
乗
執
一
初
明
天
竺
仏
性
諍
先
明
小
乗
諍
次
弁
大
乗
諍
次
示
大
唐
仏
性
諍
初
叙
古
説
後
示
新
義
３３ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
ニノ
ノ
ノ
ノ
セ
ラ
ス（
 
）
故
。
彼
小
乗
二
部
所
計
有
無
不
レ
存
。
有
無
皆
不
レ
可
レ
転
。
と
述
べ
、『
瑜
伽
論
』
は
小
乗
の
問
題
を
帯
び
て
い
る
が
、『
仏
性
論
』
は
悉
有
仏
性
説
を
闡
明
し
て
い
る
た
め
、
大
乗
至
極
の
教
え
と
し
シ
テ
ニ
テ
ヲ
ム
セ
ノ
ヲ
（

）
て
優
れ
て
い
る
と
説
く
。
ま
た
、
最
澄
は
、「
堅
意
天
親
。
随
二
順
仏
説
一
立
二
悉
有
仏
性
一
。
令
レ
生
二
五
功
徳
一
。」
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
は
世
親
の
『
仏
性
論
』
と
堅
意
（
堅
慧
）
の
『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』（『
宝
性
論
』）
が
仏
の
真
意
に
適
っ
た
仏
性
の
五
功
徳
を
説
い
た
も
の
と
顕
示
す
る
。
ス
ヲ
さ
て
、
次
に
中
国
の
仏
性
論
争
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
「
叙
二
古
説
一
」
に
お
い
て
、
最
澄
は
獻
誠
の
『
涅
槃
玄
談
』
の
一
節
を
（

）
挙
げ
て
、
東
晋
時
代
に
活
躍
し
た
羅
什
の
弟
子
で
あ
る
竺
道
生
（
三
五
五
│
四
三
四
）
と
智
勝
の
間
に
勃
発
し
た
仏
性
を
め
ぐ
る
論
争
、
ス
す
な
わ
ち
一
闡
提
成
仏
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
点
、
一
闡
提
に
関
す
る
論
述
な
の
で
、
後
に
詳
し
く
吟
味
し
た
い
と
思
う
。
次
に
「
示
二
ヲ
新
義
一
」
で
は
あ
る
が
、
こ
の
新
義
が
玄
奘
に
お
け
る
新
訳
経
論
の
訳
出
に
端
を
発
し
た
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
当
該
の
霊
潤
・
神
泰
・
義
栄
の
唐
初
期
仏
性
論
争
を
指
し
示
す
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
の
生
没
年
は
未
だ
判
然
と
し
な
い
部
分
が
多
い
。
従
っ
て
、
僧
伝
・
伝
記
な
ど
の
情
報
を
踏
ま
え
て
年
次
と
種
々
の
出
来
事
を
少
し
整
理
し
て
み
た
い
。
ち
な
み
に
義
栄
に
関
し
て
は
僧
伝
が
無
く
、
彼
を
知
り
得
る
情
報
が
皆
無
に
斉
し
い
た
め
、
こ
こ
で
（

）
（

）
は
霊
潤
と
神
泰
の
事
績
を
中
心
に
列
挙
し
た
い
。
◆
「
霊
」
…
霊
潤
「
神
」
…
神
泰
（
儗
）
霊
大
業
初
歳
（
六
〇
五
）
南
山
の
北
西
の
極
、
澧
墡
の
東
の
漸
玉
山
に
往
き
、
寒
林
に
止
ま
り
頭
陀
を
励
む
。
（
儘
）
霊
大
業
十
年
（
六
一
四
）
召
さ
れ
て
鴻
臚
に
入
り
、
三
韓
を
教
授
す
る
。
ま
た
新
経
を
翻
訳
す
る
。
（
儙
）
霊
大
業
末
年
（
六
一
六
）
興
善
寺
に
還
り
、
西
院
に
居
し
て
一
食
浄
に
入
り
、
常
に
涅
槃
等
の
経
を
講
ず
る
。
３４
（
儚
）
霊
武
徳
七
年
（
六
二
四
）
化
感
寺
に
住
す
る
。
（
儛
）
霊
貞
観
八
年
（
六
三
四
）
弘
福
寺
が
創
建
さ
れ
、
そ
こ
に
召
さ
れ
て
、
新
た
な
翻
訳
の
証
義
の
任
と
な
る
。
（
儜
）
霊
・
神
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）
玄
奘
が
弘
福
寺
に
お
い
て
訳
経
を
始
め
る
。
霊
潤
と
神
泰
が
証
義
を
務
め
る
。
（
儝
）
神
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）『
瑜
伽
論
』
の
訳
出
に
お
い
て
証
義
の
任
と
な
る
。
（
儞
）
神
永
徽
二
年
（
六
五
一
）『
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
』
の
訳
出
に
お
い
て
証
義
の
任
と
な
る
。
（
償
）
神
顕
慶
元
年
（
六
五
六
〜
）『
大
毘
婆
沙
論
』
の
訳
出
に
お
い
て
証
義
の
任
と
な
る
。
（
儠
）
神
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
西
明
寺
が
建
立
さ
れ
る
と
そ
こ
の
寺
主
と
な
る
。
（
儡
）
神
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
合
璧
宮
に
お
い
て
道
教
の
道
士
と
対
論
し
、
九
断
知
の
義
を
立
て
道
士
を
論
破
し
た
。
（
儢
）
神
顕
慶
四
年
（
六
五
九
）『
成
唯
識
論
』
の
訳
出
に
お
い
て
証
義
の
任
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
と
、
第
一
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
活
動
の
年
次
的
幅
か
ら
見
て
、
神
泰
よ
り
霊
潤
の
方
が
年
長
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
た
だ
霊
潤
は
六
四
五
年
以
降
、
僧
伝
か
ら
名
前
が
消
え
て
し
ま
う
。
第
二
に
判
明
す
る
こ
と
は
、
文
字
囲
で
示
し
た
よ
う
に
六
四
五
年
に
霊
潤
と
神
泰
が
唯
一
弘
福
寺
の
訳
場
で
顔
を
合
わ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
霊
潤
は
こ
れ
以
後
、
新
訳
の
訳
出
に
参
画
し
な
い
が
、
反
対
に
神
泰
は
『
瑜
伽
論
』
↓
『
大
乗
大
集
地
蔵
経
十
輪
経
』
↓
『
大
毘
婆
沙
論
』
↓
『
成
唯
識
論
』
と
訳
場
の
証
義
を
担
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
の
間
で
勃
興
し
た
論
争
は
い
つ
頃
な
の
か
正
確
に
見
極
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
た
だ
、『
法
華
秀
句
』
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
ノ
ノ
ハ
リ
テ
ノ
ヲ
ス
ル
ニ
ノ
ト
ト
ノ
ノ
ヲ
シ
テ
ス
ノ
ヲ
（
儣
）
唐
朝
翻
経
証
義
沙
門
霊
潤
法
師
造
二
一
巻
章
一
弁
下
新
翻
瑜
伽
等
与
二
旧
経
論
一
相
違
上
。
略
出
二
十
四
門
義
一
。
３５ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
霊
潤
が
『
瑜
伽
論
』
等
の
新
訳
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
て
か
ら
、
新
旧
の
対
比
十
四
門
義
を
作
成
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
捉
え
る
と
、
通
説
で
も
あ
る
よ
う
に
『
瑜
伽
論
』
訳
出
の
六
四
八
年
、
或
い
は
六
五
〇
年
以
降
の
論
争
と
推
（
儤
）
定
さ
れ
る
。
何
故
六
五
〇
年
頃
、
若
し
く
は
そ
れ
以
降
か
と
言
え
ば
、『
法
華
秀
句
』
の
文
面
上
、
特
に
霊
潤
の
逸
文
か
ら
は
、
神
泰
が
証
義
を
務
め
た
新
訳
の
諸
文
献
（『
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
』『
大
毘
婆
沙
論
』『
成
唯
識
論
』）
を
全
く
引
用
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
霊
潤
自
身
は
未
見
の
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
神
泰
は
と
い
う
と
、
彼
の
逸
文
か
ら
も
六
五
〇
年
以
後
の
新
訳
文
献
が
依
用
（
儥
）
（
儦
）
さ
れ
て
い
な
い
。『
顕
揚
聖
教
論
』（
六
四
五
年
）
と
新
訳
『
摂
大
乗
論
』（
六
四
七
〜
六
四
九
年
）
の
名
称
が
僅
か
に
散
見
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
振
り
返
る
と
、
霊
潤
、
神
泰
ま
で
の
時
分
は
、
極
め
て
初
期
の
仏
性
論
争
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。さ
て
、『
法
華
秀
句
』
に
遺
さ
れ
て
い
る
大
唐
の
仏
性
論
争
、
す
な
わ
ち
「
新
義
を
示
す
」
も
の
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
仏
性
論
争
の
全
体
像
を
簡
単
に
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
◆
「
霊
潤
に
お
け
る
旧
訳
・
新
訳
の
対
比
十
四
門
義
」
ニ
ハ
ノ
ニ
ツ
リ
ト
ノ
ノ
一
衆
生
界
内
。
立
レ
有
二
一
分
無
仏
性
衆
生
一
『
法
華
秀
句
』
は
こ
こ
の
一
節
の
み
引
用
。
ニ
ハ
ノ
レ
ル
ハ
ニ
ク
ラ
ニ
二
二
乗
之
人
入
二
無
余
涅
槃
一
。
永
不
レ
入
レ
大
。
ニ
ハ
ノ
ノ
フ
ニ
ハ
ヘ
テ
ノ
ヲ
ス
ノ
ヲ
三
不
定
性
声
聞
向
二
大
乗
一
者
。
延
二
分
段
生
一
行
二
菩
薩
道
一
。
ニ
ハ
ノ
ハ
ノ
ナ
リ
ト
シ
テ
ナ
リ
リ
ニ
セ
四
三
乗
種
性
是
有
為
法
。
法
爾
本
有
。
不
二
従
レ
縁
生
一
。
ニ
ハ
ノ
ノ
ニ
リ
五
一
切
諸
仏
修
成
功
徳
。
実
有
二
生
滅
一
。
ニ
ハ
ノ
シ
テ
ノ
ヲ
セ
ヲ
六
須
陀
䈥
人
。
但
断
二
分
別
身
見
一
不
レ
断
二
倶
生
一
。
３６
（
儨
）
論
争
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
霊
潤
に
つ
い
て
、
既
に
私
は
論
及
し
た
の
で
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
こ
れ
ら
の
全
体
的
構
成
は
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
逸
文
が
あ
り
、
最
澄
が
そ
れ
を
『
一
巻
章
』
と
題
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
最
澄
は
霊
潤
の
十
四
門
義
の
中
ニ
ハ
ハ
ニ
セ
ニ
ハ
ノ
ナ
リ
七
五
法
一
向
不
レ
摂
二
分
別
性
一
。
正
智
唯
是
依
他
性
摂
。
ニ
ハ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ク
ク
ス
八
十
二
入
。
十
八
界
。
摂
レ
法
周
尽
。
ニ
ハ
ノ
九
十
二
因
縁
。
二
世
流
転
。
ニ
ハ
シ
テ
ノ
ヲ
サ
ノ
ヲ
十
唯
明
二
有
作
四
諦
一
不
レ
明
二
無
作
四
聖
諦
一
。
ニ
ハ
テ
ノ
ニ
ニ
ツ
ル
モ
ヲ
カ
ヲ
ニ
十
一
於
二
大
乗
中
一
別
立
二
心
数
一
。
不
レ
同
二
小
乗
一
。
ニ
ハ
ト
タ
ナ
リ
ク
ナ
ラ
十
二
心
与
二
心
法
一
但
同
一
縁
。
不
二
同
一
行
一
。
ニ
ハ
ノ
ハ
タ
リ
テ
ヲ
ラ
ヲ
十
三
三
無
性
観
但
遣
二
分
別
一
不
レ
遣
二
依
他
一
。
ニ
ハ
ツ
ル
ニ
ヲ
リ
ハ
フ
リ
ト
（
儧
）
十
四
立
二
唯
識
一
有
二
三
分
一
。
或
言
レ
有
二
四
分
一
。
『
一
巻
章
』
『
一
巻
章
』
『
一
巻
章
』
霊
潤
神
泰
義
栄
有
人
謗
法
者
（
霊
潤
）
禅
師
（
霊
潤
）
又
人
愍
喩
（
神
泰
）
無
性
を
立
つ
る
者
（
神
泰
）
直
筆
（
義
栄
）
新
宗
の
諸
賢
（
複
数
？
）
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で
、
第
一
の
「
衆
生
界
の
内
に
一
分
の
無
仏
性
の
衆
生
有
り
と
立
つ
」
と
い
っ
た
項
目
し
か
引
用
し
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
一
節
だ
け
で
も
か
な
り
の
分
量
が
あ
る
た
め
、
最
澄
は
「
新
義
を
示
す
」
論
点
と
し
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
最
初
に
霊
潤
が
「
有
る
人
ま
た
言
わ
く
」「
ま
た
人
言
わ
く
」
と
挙
げ
て
、
新
訳
に
基
づ
く
一
分
無
仏
性
説
を
立
て
る
論
争
者
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
者
は
一
体
誰
を
示
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
一
説
で
は
『
仏
地
経
論
』
を
撰
述
し
た
親
光
菩
薩
と
推
定
さ
れ
（
儩
）
る
。
無
論
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
次
に
神
泰
が
霊
潤
の
こ
と
を
「
謗
法
者
」
と
名
指
し
、
自
分
が
誤
り
を
正
す
た
め
に
「
愍
喩
し
て
云
く
」
と
明
か
す
。
最
後
に
新
羅
人
と
目
さ
れ
る
義
栄
が
霊
潤
を
「
禅
師
」
と
呼
称
し
、
神
泰
に
対
し
て
は
「
無
性
を
立
つ
る
者
」
と
名
指
し
て
論
駁
す
る
。
義
栄
は
、
霊
潤
に
組
す
る
立
場
で
あ
り
、
二
人
の
論
争
を
厳
密
に
検
証
し
、「
直
筆
し
て
曰
く
」
と
自
己
の
見
解
を
表
明
す
る
。
こ
の
中
で
特
に
分
量
が
多
い
資
料
は
義
栄
で
あ
る
が
、
た
だ
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
霊
潤
と
神
泰
の
論
争
を
再
検
証
す
る
面
に
力
点
を
置
い
て
い
る
故
、
経
論
の
引
用
が
重
複
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
論
争
の
筋
道
を
立
て
る
た
め
に
、
最
澄
が
重
複
・
煩
雑
を
恐
れ
ず
、
義
栄
の
神
泰
批
判
を
長
く
引
用
し
て
い
る
点
は
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
霊
潤
の
問
題
提
起
、
す
な
わ
ち
「
一
分
の
無
仏
性
」
の
一
節
か
ら
神
泰
、
義
栄
の
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
三
『
涅
槃
経
』
を
め
ぐ
る
霊
潤
・
神
泰
・
義
栄
の
論
争
霊
潤
の
論
点
を
要
約
す
る
と
、
第
一
に
一
分
無
仏
性
を
め
ぐ
る
「
了
義
と
凡
小
不
了
義
」、
第
二
に
一
切
衆
生
を
め
ぐ
る
「
少
分
一
切
（
優
）
と
全
分
一
切
」、
第
三
に
仏
性
を
め
ぐ
る
「
行
性
と
理
性
」
と
三
つ
の
観
点
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
周
知
の
如
く
、
彼
は
一
切
皆
成
説
の
論
者
に
立
つ
。
霊
潤
は
摂
論
学
・
涅
槃
学
に
精
通
し
た
権
威
あ
る
学
匠
で
あ
る
た
め
、
や
は
り
論
争
の
軸
が
『
涅
槃
経
』
の
教
説
に
拠
っ
て
い
る
。
彼
の
基
本
的
立
場
は
、
３８
クシ
ニ
ク
カ
ノ
ニ
シ
セ
ハ
テ
リ
ト
ノ
ノ
広
如
二
経
説
一
。
是
故
。
若
執
三
定
有
二
一
分
無
仏
性
衆
生
一
。
与
二
華
厳
経
。
涅
槃
経
。
勝
鬘
経
。
楞
伽
経
。
無
上
依
経
。
宝
性
論
。
仏
ノ
ノ
ス
ラ
ス
（
儫
）
性
論
。
摂
大
乗
論
等
。
甚
深
了
義
理
教
一
相
違
。
不
レ
可
二
依
信
一
。
と
説
く
よ
う
に
、
全
て
旧
訳
に
基
づ
く
テ
キ
ス
ト
を
依
用
す
る
。
こ
の
点
、
霊
潤
が
北
朝
の
如
来
蔵
・
仏
性
思
想
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
新
訳
で
主
要
な
る
『
仏
地
経
論
』、『
解
深
密
経
』、『
瑜
伽
論
』、『
大
毘
婆
沙
論
』、『
摂
大
乗
論
』
（
儬
）
（
新
訳
）
に
関
し
て
の
引
用
は
無
い
。『
瑜
伽
論
』
の
名
称
と
「
少
分
一
切
・
全
分
一
切
」（『
仏
地
経
論
』
か
『
大
毘
婆
沙
論
』）
の
概
念
が
僅
か
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
除
い
て
も
新
訳
文
献
の
教
証
が
全
く
見
え
な
い
。
た
と
え
ば
霊
潤
は
少
分
一
切
の
一
節
に
お
い
て
、
キ
ノ
シ
テ
ニ
ニ
ス
ル
コ
ト
ニ
ル
ノ
ヲ
キ
テ
ニ
如
二
涅
槃
経
一
。
仏
対
二
文
殊
。
迦
葉
。
高
貴
。
師
子
吼
等
一
。
上
下
問
下
答
一
切
衆
生
有
二
仏
性
一
義
上
。
過
二
百
復
次
一
。
決
判
分
セ
リ
ク
ニ
シ
テ
ノ
ヲ
フ
ノ
ト
（
儭
）
別
。
汝
無
二
智
眼
一
。
闇
心
憶
二
想
大
聖
教
一
。
言
二
少
分
一
切
一
。
と
論
及
す
る
。
霊
潤
に
拠
れ
ば
、
既
に
『
涅
槃
経
』
で
は
、
仏
が
主
要
な
る
対
告
衆
、
す
な
わ
ち
文
殊
菩
薩
、
迦
葉
菩
薩
、
高
貴
徳
王
菩
薩
、
師
子
吼
菩
薩
等
に
対
し
て
一
切
衆
生
に
仏
性
有
り
と
広
説
し
て
い
る
。
そ
の
問
答
は
、
経
典
の
中
で
優
に
百
を
超
え
て
お
り
、
仏
の
本
意
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
分
無
仏
性
の
者
は
、
智
慧
の
眼
が
無
く
、
心
に
暗
い
故
に
仏
釈
尊
の
教
説
を
妄
り
に
想
念
し
、
少
分
の
一
切
と
規
定
し
て
し
ま
う
と
、
彼
は
そ
う
批
判
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
指
摘
を
垣
間
見
て
も
、『
涅
槃
経
』
の
中
で
登
場
す
る
諸
菩
薩
が
問
答
に
問
答
を
重
ね
て
、
終
極
的
に
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
宣
揚
し
た
こ
と
に
、
霊
潤
は
仏
の
真
意
が
発
揮
さ
れ
た
と
了
解
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
霊
潤
の
『
涅
槃
経
』
観
に
対
し
て
神
泰
は
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
。
３９ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
ノキ
ノ
ハ
ニ
リ
ニ
ル
コ
ト
ニ
シ
ス
リ
テ
ノ
ル
ニ
ニ
ル
ニ
ハ
ク
ス
ル
ニ
ノ
ノ
ヲ
一
分
衆
生
。
無
二
仏
性
一
義
。
備
在
二
旧
経
一
。
其
来
已
久
。
非
下
由
二
新
経
論
至
一
。
方
有
中
此
言
上
。
今
者
且
案
二
涅
槃
経
内
上
下
一
。
ニ
ク
ノ
ヲ
ヒ
セ
（
儮
）
具
説
二
五
種
性
人
一
。
楞
伽
経
。
大
荘
厳
論
。
瑜
伽
論
等
。
不
二
相
違
背
一
。
神
泰
は
、
無
仏
性
の
教
説
と
は
旧
訳
経
論
の
時
分
か
ら
説
か
れ
て
き
た
た
め
、
新
訳
の
経
論
か
ら
特
別
に
宣
説
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
何
故
な
ら
『
涅
槃
経
』
の
教
説
に
も
五
種
性
（
種
性
差
別
）
を
説
い
て
い
る
た
め
、『
楞
伽
経
』
や
『
荘
厳
経
論
』
は
勿
論
、
新
訳
の
『
瑜
伽
論
』
の
教
説
と
も
何
ら
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
神
泰
も
『
涅
槃
経
』
の
悉
有
仏
性
説
を
検
討
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
五
種
性
を
前
提
と
し
た
仏
性
説
で
あ
る
た
め
、
彼
自
身
は
一
分
の
有
仏
性
・
無
仏
性
説
を
支
持
し
て
い
る
。
神
泰
は
さ
ら
に
、
ノ
シ
ト
イ
フ
ノ
ハ
テ
ヒ
ニ
シ
ク
ラ
シ
タ
マ
フ
テ
ノ
一
分
衆
生
無
二
仏
性
一
義
。
仏
於
二
涅
槃
及
善
戒
経
一
。
親
自
演
説
。
弥
勒
菩
薩
。
又
於
二
大
荘
厳
論
。
地
持
論
。
瑜
伽
論
ニ
シ
ノ
ヲ
モ
テ
ニ
ス
ノ
ヲ
フ
ハ
ス
ト
ヲ
ス
ヤ
ス
ル
ニ
ヲ
（
儯
）
中
一
。
亦
作
二
此
説
一
。
無
著
菩
薩
。
於
二
顕
揚
論
一
。
亦
作
二
此
説
一
。
汝
言
三
凡
小
作
二
此
執
一
者
。
豈
非
レ
訶
二
毀
仏
菩
薩
一
耶
。
と
述
べ
、
一
分
無
仏
性
説
と
は
、
そ
も
そ
も
『
涅
槃
経
』
や
『
菩
薩
善
戒
経
』
の
中
で
仏
が
広
説
す
る
所
で
あ
る
。
そ
の
説
示
を
弥
勒
菩
（
儰
）
薩
は
『
荘
厳
経
論
』『
地
持
論
』『
瑜
伽
論
』
で
明
か
し
、
無
著
菩
薩
は
『
顕
揚
聖
教
論
』
に
お
い
て
踏
襲
し
て
い
る
。
も
し
霊
潤
が
説
く
よ
う
に
一
分
無
仏
性
が
凡
小
の
不
了
義
と
す
る
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
イ
ン
ド
以
来
の
仏
・
菩
薩
の
教
え
を
毀
滅
し
て
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
反
論
す
る
。
こ
う
し
た
固
有
の
名
詞
や
文
献
名
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
神
泰
は
旧
訳
の
『
楞
伽
経
』、『
荘
厳
経
論
』
と
、
新
訳
の
瑜
伽
行
文
献
に
依
拠
し
、『
涅
槃
経
』
を
一
分
無
仏
性
説
で
あ
る
経
典
と
会
通
し
て
い
る
。
さ
て
、
こ
う
し
た
霊
潤
と
神
泰
の
論
難
を
新
羅
の
義
栄
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
義
栄
自
身
が
一
体
ど
の
よ
う
な
学
系
に
列
な
る
の
か
全
く
不
明
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
義
栄
は
次
の
よ
う
な
言
及
を
し
て
い
る
。
４０
シ
テ
ハ
ク
ノ
ニ
リ
ト
ハ
ニ
レ
ニ
テ
ノ
ニ
ヨ
リ
ル
ヲ
ナ
リ
ノ
キ
カ
ト
シ
テ
ル
ラ
ニ
タ
直
筆
曰
。
一
分
無
性
。
備
在
二
旧
経
一
者
。
此
実
爾
也
。
以
二
楞
伽
経
等
先
来
有
一
故
。
又
三
乗
義
。
無
二
経
不
コ
ト
一レ
有
故
。
但
無
ノ
レ
ナ
リ
ト
ハ
リ
ニ
ヒ
テ
メ
テ
ク
ル
モ
ノ
ニ
レ
カ
ラ
ム
セ
（
儱
）
性
衆
生
。
是
実
義
者
。
自
二
玄
弉
西
遊
一
。
変
風
始
扇
。
有
レ
心
二
護
法
一
。
誰
不
二
慷
慨
一
。
彼
は
、
神
泰
が
説
く
よ
う
に
一
分
無
仏
性
が
旧
訳
の
『
楞
伽
経
』
の
中
で
三
乗
の
文
脈
と
し
て
説
か
れ
る
点
に
お
い
て
一
応
は
追
認
す
る
。
た
だ
し
、
義
栄
の
見
解
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
分
無
性
（
一
分
無
仏
性
）
が
真
実
義
で
あ
る
と
い
う
説
示
は
、
玄
奘
が
イ
ン
ド
よ
り
帰
朝
し
た
後
に
浸
透
し
た
思
潮
で
あ
り
、
明
ら
か
に
誤
謬
で
あ
る
故
、
仏
説
を
正
し
く
帰
依
す
る
も
の
が
、
こ
う
し
た
説
示
に
憤
り
を
感
ぜ
ず
に
お
れ
よ
う
か
と
批
難
し
て
い
る
。
こ
の
文
脈
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
義
栄
は
玄
奘
の
訳
業
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
新
来
の
仏
教
思
想
（
変
風
）
が
中
国
に
浸
透
し
始
め
て
い
る
と
吐
露
し
て
い
る
。
他
方
で
、
義
栄
は
『
涅
槃
経
』
の
教
説
に
関
し
て
極
め
て
興
味
深
い
言
及
を
残
し
て
い
る
。
シ
テ
ハ
ク
ニ
ハ
ク
カ
ノ
ニ
シ
ヲ
ハ
ヒ
ニ
ク
リ
ト
ハ
フ
ニ
ス
ト
ル
ニ
ト
直
筆
曰
。
涅
槃
経
云
。
我
滅
度
後
。
人
生
二
諍
論
一
。
或
言
三
衆
生
悉
有
二
仏
性
一
。
或
言
三
衆
生
非
二
悉
有
一
也
。
今
禅
師
之
与
二
泰
ニ
ス
ヲ
レ
シ
ク
ノ
ナ
リ（
儲
）
徳
一
。
互
為
二
諍
論
一
。
此
正
如
来
金
口
所
記
。
彼
は
霊
潤
と
神
泰
の
悉
有
仏
性
を
め
ぐ
る
諍
論
に
つ
い
て
、
既
に
『
涅
槃
経
』
の
中
で
仏
如
来
が
予
言
し
た
教
説
と
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
義
栄
も
ま
た
新
訳
文
献
で
は
な
い
旧
来
の
『
涅
槃
経
』
の
文
脈
に
沿
っ
て
、
記
圵
さ
れ
た
諍
論
の
当
事
者
と
し
て
自
覚
し
、
神
泰
へ
の
対
論
に
参
画
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
仏
性
論
争
全
体
の
背
景
を
『
涅
槃
経
』
の
仏
説
へ
収
斂
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
義
栄
も
ま
た
『
涅
槃
経
』
信
奉
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
４１ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
四一
闡
提
成
仏
説
の
展
開
│
神
泰
か
ら
義
栄
へ
の
視
点
│
新
訳
の
唯
識
学
派
に
お
い
て
は
『
涅
槃
経
』
の
教
説
が
論
点
と
な
り
、
一
分
無
仏
性
説
を
展
開
す
る
。
そ
こ
で
議
論
の
柱
と
な
る
点
は
、
無
仏
性
の
者
が
一
体
ど
の
よ
う
な
者
を
想
定
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
一
闡
提
成
仏
の
課
題
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
霊
潤
に
関
し
て
言
え
ば
、
既
に
私
は
『
涅
槃
経
』
の
「
断
善
根
」
と
『
荘
厳
経
論
』
の
「
畢
竟
無
涅
槃
法
」
に
（
儳
）
お
け
る
一
闡
提
の
会
通
解
釈
に
つ
い
て
論
及
し
た
。
そ
の
た
め
、
論
争
の
筋
道
を
広
く
見
通
す
た
め
、
本
稿
で
は
神
泰
の
一
闡
提
解
釈
か
ら
義
栄
の
論
駁
へ
至
る
深
化
過
程
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。
一
闡
提
に
関
す
る
論
旨
は
極
め
て
多
岐
に
亘
る
た
め
、
い
く
つ
か
論
点
を
絞
り
考
察
し
て
い
き
た
い
。
Ａ
謗
法
と
し
て
の
一
闡
提
説
神
泰
は
霊
潤
の
『
涅
槃
経
』
解
釈
を
厳
し
く
批
判
す
る
文
脈
の
中
で
極
め
て
重
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
涅
槃
経
』
に
は
次
の
よ
う
な
教
説
が
あ
る
。
（
儴
）
善
男
子
。
若
有
丁
説
言
丙
一
切
衆
生
定
有
二
仏
性
一
定
無
乙
仏
性
甲
。
是
人
亦
名
レ
謗
二
仏
法
僧
一
。
す
な
わ
ち
、『
涅
槃
経
』
で
は
仏
性
の
有
無
に
偏
執
す
る
こ
と
が
三
宝
を
謗
る
も
の
、「
謗
法
」
と
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
一
節
を
神
泰
は
注
目
し
、
霊
潤
に
対
し
て
鋭
い
論
説
を
繰
り
出
す
。
４２
リ
テ
ノ
ニ
ニ
ス
ル
ニ
ハ
レ
ノ
ナ
リ
テ
ノ
シ
テ
ニ
ク
ヲ
ノ
ニ
リ
ト
ニ
ソ
ル
テ
テ
ヲ
ク
マ
依
二
此
経
文
一
已
判
。
汝
是
謗
法
闡
提
。
断
善
根
類
。
以
丁
違
二
涅
槃
一
。
説
丙
諸
衆
生
皆
有
乙
仏
性
甲
故
。
何
不
三
捨
レ
謗
。
細
読
二
経
ヲ
ラ
シ
ラ
ハ
ヒ
ニ
フ
ニ
ソ
シ
テ
ラ
リ
ル
ヤ
ヲ（
儵
）
文
一
。
自
若
有
レ
疑
。
応
レ
諮
二
智
者
一
。
如
何
対
。
自
誤
誤
レ
人
。
神
泰
に
拠
れ
ば
、『
涅
槃
経
』
の
経
文
を
正
し
く
理
解
せ
ず
、
一
切
衆
生
を
「
定
ん
で
仏
性
有
り
」
と
執
着
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
謗
法
、
一
闡
提
、
断
善
根
の
機
類
に
他
な
ら
な
い
と
明
か
す
。『
涅
槃
経
』
所
説
の
本
意
は
一
分
の
無
仏
性
説
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
故
謗
法
（
定
有
仏
性
）
を
捨
て
て
、
経
文
を
丁
寧
に
読
誦
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
訴
え
る
。
経
文
に
疑
問
が
あ
れ
ば
、
智
慧
あ
る
聖
者
に
尋
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
、
自
己
が
経
文
を
誤
解
し
、
他
者
に
対
し
て
誤
っ
た
解
釈
を
広
め
て
し
ま
う
。
神
泰
は
一
切
衆
生
に
「
悉
有
仏
性
」
と
固
定
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
、
謗
三
宝
で
あ
る
「
定
有
」
に
当
た
る
と
し
、
そ
の
ま
ま
一
闡
提
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
言
い
放
つ
。
つ
ま
り
、
霊
潤
の
論
説
全
体
が
、
実
は
『
涅
槃
経
』
の
教
え
を
歪
め
て
し
ま
う
最
大
の
謗
法
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
謗
法
者
」（
一
闡
提
）
と
名
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
神
泰
の
論
説
を
注
意
深
く
見
て
み
る
と
、
一
闡
提
と
は
決
し
て
抽
象
化
さ
れ
た
観
念
で
は
な
く
、
論
争
当
事
者
の
中
に
お
い
て
交
わ
さ
れ
る
極
め
て
実
存
的
な
概
念
規
定
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
神
泰
は
次
の
よ
う
な
問
答
を
設
定
し
て
吟
味
し
て
い
る
。
フ
カ
ス
ル
ヲ
ヲ
ハ
ハ
ト
レ
ヲ
カ
ス
ル
ヲ
ソ
ラ
ス
ヤ
ニ
シ
テ
ク
ラ
ホ
セ
セ
ム
ヤ
ニ
ニ
問
。
我
執
二
定
有
一
。
云
レ
不
レ
離
レ
病
。
汝
執
二
定
無
一
。
云
何
非
レ
病
。
喩
曰
不
レ
然
。
有
尚
不
レ
執
。
豈
著
二
於
無
一
。
但
為
三
新
ノ
ニ
ク
カ
ト
レ
シ
テ
ス
ヲ
テ
ニ
ス
ル
コ
ト
キ
テ
ス
ヲ
カ
ラ
カ
ニ
シ
テ
ヲ
シ
ノ
ニ
ニ
ス
ル
ニ
旧
経
論
。
皆
説
二
有
無
一
。
我
惣
信
レ
之
。
於
レ
中
是
非
。
仰
推
二
於
仏
一
。
不
レ
同
下
汝
等
。
苦
作
二
負
心
一
。
違
二
仏
誠
言
一
。
偏
執
中
ヲ
ノ
ニ
モ
ニ
シ
テ
テ
ノ
ニ
フ
ト
ノ
ク
リ
ト
ニ
シ
タ
マ
ハ
ハ
レ
ス
ル
ヲ
ナ
リ
ト
テ
ノ
ル
ヲ
於
有
上
。
是
故
。
汝
等
雖
丁
共
勤
苦
。
於
二
百
年
内
一
。
唱
丙
諸
衆
生
悉
有
乙
仏
性
甲
。
仏
終
不
レ
印
下
汝
是
解
二
仏
性
一
人
上
。
以
レ
不
レ
ハ
ル
コ
ト
ノ
ヲ
ニ（
儶
）
能
レ
知
二
如
来
随
自
意
語
一
故
。
つ
ま
り
、
も
し
定
有
の
仏
性
説
が
病
（
妄
執
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
定
無
の
仏
性
説
（
一
分
無
仏
性
の
説
）
も
病
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
４３ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
そ
の
は
ず
が
、
何
故
そ
の
説
は
妄
執
で
は
な
い
と
言
え
る
の
か
。
こ
の
設
問
に
対
し
て
の
神
泰
の
見
解
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
定
有
の
仏
性
に
執
着
し
な
い
者
が
、
定
無
の
仏
性
に
執
着
す
る
は
ず
が
な
い
。
つ
ま
り
、
両
極
の
偏
狭
を
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』
以
外
の
新
旧
の
文
献
に
は
有
無
が
等
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
故
に
自
分
は
新
旧
の
経
論
を
仏
説
と
し
て
全
て
信
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
是
非
は
た
だ
仏
の
本
意
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
我
々
が
了
知
す
る
所
で
は
な
い
。
仏
の
誠
言
に
背
き
、
定
有
仏
性
説
の
偏
見
に
妄
執
す
れ
ば
、
仮
に
百
年
苦
心
し
て
、
そ
の
こ
と
を
提
唱
し
た
と
し
て
も
、
終
極
的
に
は
仏
如
来
が
こ
の
者
ら
の
た
め
に
仏
性
の
正
義
を
印
可
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
神
泰
は
一
切
皆
成
説
に
立
つ
霊
潤
こ
そ
『
涅
槃
経
』
で
宣
説
さ
れ
る
如
来
の
随
自
意
語
を
覚
知
で
き
な
い
者
と
見
做
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、「
定
有
仏
性
」「
定
無
仏
性
」
を
め
ぐ
る
経
説
に
対
し
て
義
栄
も
言
及
し
て
い
る
。
シ
テ
ク
ノ
ハ
ノ
ニ
チ
ラ
ナ
リ
ク
ナ
ラ
ノ
ハ
ハ
ト
イ
フ
カ
チ
キ
テ
ニ
フ
コ
ト
ヲ
リ
ト
フ
コ
ト
ヲ
直
筆
曰
。
此
義
。
経
中
即
自
分
明
。
不
レ
如
二
新
宗
一
人
無
性
。
一
人
有
性
一
。
即
就
二
一
人
一
亦
得
レ
言
レ
有
。
亦
得
レ
言
レ
シ
ト
ニ
フ
ナ
リ
ハ
キ
ト
ハ
ク
ト
ニ
ク
ト
ル
ト
ヲ
（
儷
）
無
。
故
言
下
若
説
二
定
有
一
。
若
説
二
定
無
一
。
倶
名
上
レ
謗
二
仏
法
僧
一
之
也
。
義
栄
に
拠
れ
ば
、
新
訳
唯
識
学
派
が
説
く
よ
う
な
五
種
性
を
前
提
と
し
た
「
無
性
の
一
人
」
と
「
有
性
の
一
人
」
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
義
栄
の
理
解
で
は
、
一
切
衆
生
の
一
人
に
お
い
て
仏
性
の
「
有
無
」
が
覚
知
さ
れ
る
と
明
か
す
。
そ
の
点
を
『
涅
槃
経
』
で
は
「
定
有
仏
性
」
と
「
定
無
仏
性
」
に
分
別
し
て
解
釈
し
て
し
ま
え
ば
、
謗
三
宝
に
陥
い
る
と
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
『
涅
槃
経
』
の
真
意
は
「
悉
有
仏
性
」
と
し
て
一
切
衆
生
に
遍
満
す
る
道
理
を
一
貫
し
て
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
神
泰
と
義
栄
の
背
景
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
論
争
当
事
者
に
と
っ
て
、
仏
性
有
無
の
論
点
が
そ
の
ま
ま
謗
法
へ
と
展
開
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
経
典
読
解
の
誤
謬
が
、
と
も
す
る
と
一
闡
提
（
謗
法
）
と
成
り
兼
ね
な
い
。
故
に
、
論
争
当
事
者
ら
は
教
証
で
あ
る
『
涅
槃
経
』
を
慎
重
に
究
明
し
て
、
独
自
な
会
通
解
釈
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
４４
Ｂ
『
楞
伽
経
』
を
め
ぐ
る
神
泰
の
一
闡
提
解
釈
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
神
泰
は
旧
訳
に
お
い
て
は
『
楞
伽
経
』
と
『
荘
厳
経
論
』
の
教
説
を
極
め
て
重
要
視
し
て
い
る
。『
入
楞
伽
経
』
（
儸
）
（
十
巻
）
の
教
説
で
は
、
五
種
の
衆
生
が
紹
介
さ
れ
る
中
で
、
第
五
に
相
当
す
る
「
無
性
乗
」
が
一
闡
提
で
あ
る
と
説
き
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
無
性
乗
で
あ
る
一
闡
提
に
は
、
さ
ら
に
二
種
有
る
と
明
か
さ
れ
、「
断
善
闡
提
」
と
「
大
悲
闡
提
」
と
い
っ
た
概
念
が
説
（
儹
）
（
儺
）
示
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、
神
泰
は
一
闡
提
の
解
釈
を
『
八
巻
楞
伽
経
』（
未
詳
）
の
文
脈
か
ら
検
討
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
長
文
な
の
で
以
下
文
脈
を
ⓐ
ⓑ
と
整
理
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ノ
ノ
ニ
ス
ヲ
ク
ニ
リ
ニ
ハ
ス
ノ
ヲ
ニ
ハ
シ
テ
ヲ
ⓐ
八
巻
楞
伽
第
二
巻
末
明
二
無
性
乗
一
。
謂
一
闡
提
有
二
其
二
種
一
。
❶
一
者
焚
二
燒
一
切
善
根
一
。
❷
二
者
怜
二
愍
一
切
衆
生
一
。
ス
ス
ノ
ヲ
ヲ
ヲ
ク
ノ
ト
ノ
ノ
ノ
ハ
ニ
ラ
ニ
テ
ノ
ク
ル
ヲ
ノ
作
下
尽
二
一
切
衆
生
一
願
上
。
是
名
二
二
種
無
涅
槃
性
一
。
此
二
闡
提
中
。
❷
菩
薩
一
闡
提
。
常
不
レ
入
二
涅
槃
一
。
以
三
能
善
知
二
一
切
諸
法
ナ
リ
ト
ナ
リ
ノ
ノ
ハ
シ
ハ
ハ
ニ
チ
シ
テ
ヲ
シ
ヲ
ク
ル
ニ
ル
ニ
ノ
ニ
ク
ヲ
本
来
涅
槃
一
故
。
❶
彼
捨
一
切
善
根
闡
提
。
若
値
二
諸
仏
善
知
識
等
一
。
即
発
レ
心
修
レ
善
。
須
レ
入
二
涅
槃
一
。
依
下
此
第
五
説
二
無
性
一
ニ
タ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ヒ
ノ
ソ
ル
ク
コ
ト
ヲ
シ
ル
コ
ト
ク
ト
セ
中
上
。
但
明
レ
有
二
仏
種
性
一
。
❷
菩
薩
闡
提
及
❶
断
善
根
闡
提
。
云
何
得
レ
説
下
無
レ
有
二
仏
性
一
永
不
中
涅
槃
上
。
シ
ヲ
ニ
ヌ
キ
ノ
ノ
タ
ク
ノ
ク
ト
ラ
ニ
ニ
ケ
ム
ヤ
チ
カ
ル
ル
ニ
ノ
ⓑ
今
解
二
此
文
一
。
已
影
説
訖
。
如
二
菩
薩
中
一
。
但
説
下
菩
薩
闡
提
永
不
上
レ
入
二
涅
槃
一
。
豈
可
下
即
無
中
入
二
大
涅
槃
一
諸
菩
薩
上
耶
。
ニ
ヌ
ノ
ニ
モ
ク
ト
ノ
ハ
ト
ラ
ニ
チ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ル
ニ
ノ
ノ
モ
ニ
ル
ナ
リ
モ
将
知
。
此
文
雖
レ
説
下
❷
菩
薩
一
闡
提
不
上
レ
入
二
涅
槃
一
。
即
已
影
下
説
有
中
入
二
涅
槃
一
諸
菩
薩
等
上
。
❶
断
善
闡
提
当
レ
知
亦
爾
。
雖
四
タ
ク
ト
ノ
ノ
ノ
ヒ
ニ
ケ
ハ
ヲ
リ
ト
ノ
チ
ニ
ス
ノ
ハ
ク
ト
セ
シ
ハ
ハ
ノ
ハ
ノ
ノ
ニ
ス
但
説
三
彼
有
仏
性
人
遇
レ
縁
続
レ
善
有
二
成
仏
義
一
。
即
已
影
三
説
無
仏
性
者
永
不
二
涅
槃
一
。
若
言
下
有
入
涅
槃
諸
菩
薩
等
。
楞
伽
前
文
明
二
ノ
ヲ
ニ
ニ
ニ
キ
ル
ノ
ニ
ト
ク
ネ
テ
ス
ノ
ヲ
シ
ラ
ハ
チ
ノ
ノ
ヒ
テ
ニ
ル
ス
ル
コ
ト
ニ
レ
リ
大
乗
種
性
一
中
。
先
已
説
訖
。
今
無
性
中
不
上
レ
須
三
重
影
二
諸
説
一
者
。
若
爾
。
即
此
断
善
闡
提
。
遇
レ
縁
有
二
作
仏
一
者
。
並
是
有
二
ニ
ス
ル
ノ
ヲ
ニ
ニ
キ
ヌ
カ
ニ
テ
ノ
ノ
ニ
ネ
テ
セ
ム
ヤ
ニ
ヌ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ノ
ク
大
乗
種
性
一
。
前
弁
二
大
乗
人
一
中
。
先
已
説
訖
。
何
故
。
今
於
二
第
五
無
性
人
処
一
重
弁
耶
。
故
知
。
影
四
説
有
三
彼
無
性
永
ル
モ
ノ
セ
（
儻
）
不
二
涅
槃
一
。（
改
行
・
記
号
番
号＝
筆
者
）
ⓐ
『
八
巻
楞
伽
経
』
の
教
説
で
は
二
種
の
一
闡
提
、
す
な
わ
ち
「
断
善
闡
提
」
と
「
大
悲
闡
提
」（
菩
薩
闡
提
）
を
「
二
種
の
無
涅
槃
性
４５ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
と
名
づ
く
」
と
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
経
典
で
は
第
五
の
無
性
乗
で
説
か
れ
る
二
種
闡
提
も
、
基
本
的
に
は
仏
種
性
が
有
る
と
明
か
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ⓑ
の
神
泰
の
説
に
拠
れ
ば
、
そ
れ
は
表
面
的
な
解
釈
で
あ
り
、
影
説
（
隠
れ
た
説
示
）
に
お
い
て
は
二
種
の
闡
提
は
不
成
仏
で
あ
る
と
説
き
明
か
す
。
経
典
の
本
意
と
し
て
は
、
❷
「
菩
薩
闡
提
」
と
は
、
菩
薩
で
あ
る
以
上
既
に
涅
槃
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
大
悲
が
無
い
と
影
説
さ
れ
る
。
ま
た
❶
「
断
善
闡
提
」
と
は
、
有
仏
性
の
者
は
善
知
識
に
遇
っ
て
善
根
を
生
じ
て
成
仏
で
き
る
が
、
無
仏
性
の
者
は
永
劫
に
涅
槃
に
入
ら
な
い
と
影
説
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
神
泰
の
理
論
は
、
も
し
こ
の
影
説
が
誤
り
で
二
種
闡
提
も
悉
有
仏
性
で
あ
る
と
言
う
な
ら
ば
、
何
故
経
典
で
は
本
文
に
五
種
性
を
挙
げ
て
、
敢
え
て
第
三
「
大
乗
（
如
来
）
種
性
乗
」
と
第
五
「
無
性
乗
」
の
機
根
を
分
類
し
て
説
く
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
問
い
質
す
。
こ
の
点
を
尋
ね
る
限
り
、
神
泰
の
論
法
は
極
め
て
達
意
的
で
あ
り
、
五
種
の
種
性
差
別
と
一
闡
提
を
巧
妙
に
会
通
し
て
一
闡
提
不
成
仏
を
論
証
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
う
し
た
『
楞
伽
経
』
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
義
栄
は
次
の
よ
う
な
言
説
を
し
て
い
る
。
ノ
ハ
ニ
ナ
リ
ト
ハ
レ
ノ
ナ
ル
カ
ニ
ニ
ノ
ス
タ
ニ
テ
ケ
ム
ヤ
フ
ト
シ
ク
ク
ト
ク
楞
伽
無
性
実
有
性
者
。
是
新
宗
所
計
故
。
既
楞
伽
無
性
。
非
二
復
無
性
一
。
還
可
レ
言
丁
楞
伽
与
二
涅
槃
一
。
同
説
丙
一
切
衆
生
悉
リ
ト
ソ
ム
ヤ
フ
コ
ト
ヲ
シ
ク
ク
ト
ト
ニ
ナ
リ
モ
ナ
リ
ソ
ラ
ム
ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ハ
ナ
リ
ニ
有
乙
仏
性
甲
。
何
得
レ
言
三
同
説
二
無
性
一
。
楞
伽
既
爾
。
瑜
伽
亦
爾
。
何
有
三
正
論
変
二
於
仏
経
一
。
新
宗
所
依
楞
伽
最
要
。
既
フ
ヲ
（
儼
）
失
二
自
鋒
一
。
す
な
わ
ち
、
義
栄
は
『
楞
伽
経
』
の
無
性
（
二
種
闡
提
）
と
は
、
あ
る
一
定
の
状
態
で
あ
る
た
め
、
決
し
て
無
種
性
で
は
な
い
と
説
く
。
何
故
な
ら
『
涅
槃
経
』
と
『
楞
伽
経
』
の
教
説
は
「
悉
有
仏
性
」
と
し
て
相
矛
盾
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
ご
く
限
ら
れ
た
無
性
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
無
論
、『
楞
伽
経
』
と
『
瑜
伽
論
』
で
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
異
な
る
。
と
は
い
え
、
何
故
神
泰
ら
は
論
書
か
ら
仏
説
へ
と
会
通
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
新
訳
の
唯
識
学
派
は
経
典
と
し
て
『
楞
伽
経
』
を
最
も
所
依
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
の
『
楞
伽
経
』
の
核
心
な
る
経
文
解
釈
を
自
ら
過
失
し
て
い
る
と
、
義
栄
は
厳
し
く
論
難
す
る
。
４６
ま
た
、
義
栄
は
「
行
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
一
闡
提
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
及
を
施
し
て
い
る
。
ハ
ニ
シ
テ
ニ
ス
ヲ
シ
レ
ハ
キ
ハ
ニ
レ
ノ
ナ
ル
ル
ニ
ノ
ノ
行
性
平
等
。
応
レ
生
二
世
間
一
。
設
有
下
無
二
行
性
一
者
上
。
一
闡
提
等
。
応
二
是
其
人
一
。
然
涅
槃
経
。
法
華
経
。
楞
伽
経
等
諸
大
乗
ニ
ハ
ハ
ク
ト
セ
ノ
モ
リ
ト
ハ
タ
ラ
リ
テ
ニ
ナ
ル
ヤ
ル
ニ
ノ
モ
タ
ハ
ノ
中
。
不
レ
言
三
闡
提
永
不
二
成
仏
一
。
闡
提
人
亦
有
二
有
性
無
性
一
者
。
未
レ
知
。
此
言
従
レ
何
所
レ
得
。
故
薩
婆
多
人
。
亦
不
レ
言
三
闡
提
リ
ト
ノ
ハ
シ
テ
ニ
ヒ
テ
モ
リ
ト
ハ
ノ
ト
シ
シ
メ
ハ
ヲ
シ
テ
ノ
ニ
チ
テ
サ
人
。
有
二
有
性
者
一
。
大
乗
変
レ
此
。
言
三
一
闡
提
亦
有
二
仏
性
一
。
不
レ
言
二
闡
提
有
性
無
性
一
。
若
使
下
大
乗
。
闡
提
人
中
。
分
為
中
ト
カ
ニ
ニ
ノ
ハ
ト
イ
フ
ヤ
シ
テ
キ
ニ
ノ
ニ
モ
ヘ
ル
ノ
レ
ヲ
ハ
タ
ナ
リ（
儽
）
二
人
上
。
何
故
。
楞
伽
断
善
闡
提
。
非
三
畢
竟
無
二
涅
槃
性
一
。
涅
槃
亦
云
下
七
種
衆
生
。
不
上
レ
離
二
仏
性
一
。
文
甚
広
多
。
義
栄
に
拠
れ
ば
、
行
性
（
仏
性
）
は
全
て
の
衆
生
に
お
い
て
平
等
に
遍
満
す
る
。
も
し
行
性
が
無
い
者
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
一
闡
提
で
有
り
続
け
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
根
拠
・
理
由
は
一
切
な
い
。
何
故
な
ら
『
涅
槃
経
』『
法
華
経
』『
楞
伽
経
』
の
大
乗
経
典
の
中
に
お
い
て
一
闡
提
成
仏
は
広
く
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
説
一
切
有
部
で
は
一
闡
提
に
仏
性
有
り
と
は
説
か
な
か
っ
た
が
、
大
乗
に
至
っ
て
一
闡
提
に
仏
性
有
り
と
宣
説
さ
れ
た
。
も
し
一
闡
提
の
中
に
成
仏
・
不
成
仏
の
二
種
が
有
る
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
『
楞
伽
経
』
の
断
善
闡
提
は
涅
槃
性
が
有
る
と
明
か
す
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
『
涅
槃
経
』
の
恒
河
七
種
人
の
譬
喩
も
終
極
的
に
は
皆
仏
性
の
水
（
儾
）
を
離
れ
な
い
と
説
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
義
栄
は
イ
ン
ド
以
来
の
小
乗
テ
キ
ス
ト
の
教
説
で
は
な
く
、
大
乗
経
典
の
文
脈
に
お
い
て
一
闡
提
の
成
仏
を
見
極
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
強
調
す
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
行
性
と
は
い
え
、
全
て
の
衆
生
に
遍
在
す
る
た
め
、
必
ず
一
闡
提
は
成
仏
で
き
る
と
捉
え
て
い
る
。
Ｃ
竺
道
生
の
一
闡
提
成
仏
説
を
め
ぐ
る
神
泰
と
義
栄
の
見
解
ス
ヲ
最
後
に
『
法
華
秀
句
』
所
説
の
「
叙
二
古
説
一
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
義
栄
は
教
理
面
で
は
な
く
、
歴
史
面
の
立
場
か
ら
一
闡
提
成
仏
の
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。
先
程
も
少
し
触
れ
た
が
、
最
澄
は
中
国
の
唐
代
以
前
を
「
古
説
」
と
明
記
し
、
そ
の
４７ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
主
要
な
人
物
と
し
て
取
り
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
劉
宋
か
ら
東
晋
に
活
躍
し
た
竺
道
生
に
他
な
ら
な
い
。
竺
道
生
は
『
大
般
泥
䈥
経
』（
六
巻
本
）
が
建
康
に
伝
訳
さ
れ
る
と
、
そ
の
教
説
に
は
未
だ
説
か
れ
て
い
な
か
っ
た
一
闡
提
の
成
仏
を
見
抜
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
時
代
に
活
躍
し
た
智
勝
は
『
大
般
泥
䈥
経
』
の
文
脈
に
基
づ
き
一
闡
提
の
不
成
仏
を
力
説
し
た
。
両
者
は
論
争
を
交
わ
し
、
内
容
に
お
い
て
は
道
生
の
方
が
智
勝
よ
り
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
宋
の
皇
帝
や
学
侶
は
智
勝
を
支
持
し
た
た
め
、
最
終
的
に
道
生
が
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
山
に
隠
遁
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
程
な
く
し
て
曇
無
讖
が
訳
出
し
た
『
北
本
涅
槃
経
』
が
建
康
へ
伝
わ
っ
た
た
め
、
そ
の
経
典
本
文
に
よ
り
道
生
の
主
張
が
正
義
で
あ
っ
た
と
世
の
人
々
に
称
讃
さ
れ
た
と
（
儿
）
い
う
。
以
上
が
、
最
澄
が
『
涅
槃
玄
談
』
か
ら
引
用
し
た
文
意
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
竺
道
生
の
伝
記
を
め
ぐ
っ
て
神
泰
と
義
栄
が
対
立
し
た
見
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
、
最
澄
の
『
法
華
秀
句
』
の
文
脈
に
は
散
見
さ
れ
ず
、
後
学
の
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
一
│
ス
ノ
一
〇
一
七
）
が
著
し
た
『
一
乗
要
決
』
の
逸
文
資
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
一
乗
要
決
』
下
巻
の
大
文
第
六
「
遮
二
無
性
有
情
ヲ執
一
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
逸
文
が
あ
る
。
ハ
ク
ハ
タ
リ
リ
シ
テ
レ
リ
セ
ヲ
ニ
ノ
ナ
レ
ト
モ
ハ
ヒ
テ
ニ
ⓐ
泰
法
師
云
。
羅
什
法
師
。
親
従
二
西
国
一
歴
事
聴
受
。
知
二
仏
性
義
不
一レ
遍
二
有
情
一
。
道
生
既
羅
什
学
徒
。
公
違
二
什
師
一
。
ツ
ノ
リ
ト
ニ
ハ
メ
ヲ
シ
テ
セ
リ
ヲ
リ
テ
ニ
ホ
マ
ス
立
三
諸
衆
生
皆
有
二
仏
性
一
。
故
什
法
師
。
集
レ
衆
羯
磨
。
擯
二
出
道
生
一
。
道
生
去
後
。
什
師
尚
在
（
云
云
）。
ハ
シ
テ
ヲ
ハ
ク
ス
ル
ニ
ノ
ノ
ヲ
ハ
ク
ハ
ノ
ノ
ノ
ノ
ニ
セ
リ
ⓑ
義
栄
法
師
。
弾
二
泰
師
一
云
。
按
二
隋
朝
費
長
房
年
録
一
云
。
羅
什
後
秦
姚
興
弘
始
十
一
年
。
東
晋
安
帝
義
熙
四
年
戊
申
死
。
ル
ニ
ル
ハ
ヲ
ノ
ナ
ラ
ハ
セ
ル
ノ
ニ
シ
テ
ニ
ル
ニ
ソ
ム
ヤ
フ
コ
ト
ヲ
タ
セ
ル
ト
セ
ル
ヲ
然
竺
道
生
被
レ
擯
。
宋
文
帝
時
也
。
如
レ
此
羅
什
死
後
十
六
年
。
方
至
二
文
帝
一
。
如
何
得
レ
言
二
羅
什
未
レ
死
道
生
見
一レ
擯
。
（
兀
）
（
記
号
・
改
行＝
筆
者
）
ⓐ
神
泰
に
拠
れ
ば
、
羅
什
が
一
切
衆
生
に
仏
性
が
有
し
な
い
「
一
分
無
仏
性
」
を
説
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
弟
子
で
あ
る
竺
道
生
は
師
の
教
え
と
反
し
て
「
一
切
皆
成
」（
一
闡
提
成
仏
）
を
主
張
し
た
た
め
、
羅
什
か
ら
擯
斥
さ
れ
た
と
解
説
し
て
い
る
。
一
方
、
ⓑ
義
栄
の
４８
立
場
は
、
隋
の
費
長
房
の
『
歴
代
三
宝
紀
』
を
参
照
す
る
と
、
羅
什
は
後
秦
姚
興
の
弘
始
十
一
年
（
四
〇
九
）【
東
晋
に
基
づ
く
と
義
熙
四
年
（
四
〇
八
）】
に
示
寂
し
て
い
る
た
め
、
道
生
が
宋
の
文
帝
（
四
二
四
年
〜
在
位
）
に
擯
斥
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
十
六
年
後
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
死
後
十
六
年
経
て
い
る
羅
什
が
ど
う
し
て
宋
文
帝
の
時
代
に
お
い
て
、
道
生
を
一
切
皆
成
論
者
（
一
闡
提
成
仏
）
と
批
判
で
き
よ
う
か
と
明
か
す
。
神
泰
の
説
は
近
年
の
中
国
仏
教
史
か
ら
捉
え
る
と
理
解
し
難
い
が
、
一
方
、
義
栄
の
主
張
は
極
め
て
精
度
の
高
い
歴
史
観
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
古
説
」
と
し
て
道
生
の
行
実
は
後
学
に
も
広
く
受
容
さ
れ
た
。
何
故
な
ら
道
生
が
中
国
仏
教
史
上
、
初
め
て
一
闡
提
成
仏
説
を
提
唱
し
た
人
物
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
切
皆
成
説
論
者
の
義
栄
は
そ
の
歴
史
的
確
信
を
得
る
た
め
に
道
生
の
一
闡
提
成
仏
説
を
依
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
お
わ
り
に
唐
初
期
仏
性
論
争
の
勃
興
を
歴
史
的
に
概
観
し
、
一
闡
提
成
仏
が
一
体
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
た
の
か
を
究
明
し
た
。
特
に
本
稿
で
は
『
法
華
秀
句
』
に
収
録
さ
れ
る
霊
潤
、
神
泰
、
義
栄
の
逸
文
資
料
に
焦
点
を
絞
り
考
察
し
た
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
論
争
の
筋
道
を
整
理
し
て
み
た
い
。
こ
の
三
人
が
交
わ
し
た
論
争
は
、
法
相
学
派
が
成
立
す
る
以
前
の
論
争
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、『
成
唯
識
論
』
の
訳
出
以
前
の
論
争
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
│
六
八
二
）
が
事
実
上
の
大
成
者
で
あ
る
た
め
、
彼
の
註
釈
書
類
か
ら
、
所
謂
法
相
教
学
が
確
立
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
を
重
ね
合
わ
す
と
、
霊
潤
ら
の
論
争
時
分
は
新
訳
唯
識
学
派
の
思
潮
が
浸
透
し
始
め
た
頃
に
あ
た
り
、
厳
密
な
法
相
唯
識
の
教
理
、
す
な
わ
ち
本
有
無
漏
種
子
、
無
性
有
情
（
五
性
各
別
）、
畢
竟
無
性
闡
提
（
三
種
闡
提
）
と
い
っ
た
概
念
が
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
霊
潤
は
北
朝
仏
教
の
摂
論
学
・
涅
槃
学
の
系
譜
を
汲
む
た
め
、『
摂
大
乗
論
』
と
『
涅
槃
経
』
を
最
も
所
依
の
経
論
と
し
て
い
た
。
そ
４９ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
れ
故
に
、
論
争
全
体
の
傾
向
が
涅
槃
学
の
悉
有
仏
性
説
に
集
中
し
、
神
泰
や
義
栄
も
『
涅
槃
経
』
の
会
通
解
釈
に
終
始
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
仏
地
経
論
』
や
『
瑜
伽
論
』、『
解
深
密
経
』
と
い
っ
た
新
訳
教
理
に
沿
っ
た
議
論
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、『
解
深
密
経
』
所
説
の
密
意
一
乗
を
め
ぐ
る
権
実
論
争
や
三
転
法
輪
説
を
め
ぐ
る
教
判
論
争
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
時
分
の
一
闡
提
に
関
す
る
論
点
は
、『
涅
槃
経
』
以
外
に
『
楞
伽
経
』
や
『
荘
厳
経
論
』
が
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
、
そ
の
経
説
が
新
訳
唯
識
学
派
と
し
て
は
不
成
仏
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
。
神
泰
の
主
張
は
新
訳
・
旧
訳
と
い
う
対
比
に
意
味
を
見
出
さ
ず
、
既
に
旧
訳
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
一
分
無
仏
性
説
（
一
闡
提
不
成
仏
）
の
要
素
が
見
え
る
た
め
、
そ
こ
を
起
点
に
新
訳
経
論
と
会
通
さ
せ
て
『
涅
槃
経
』
の
一
分
無
仏
性
説
、
一
闡
提
不
成
仏
説
を
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
霊
潤
と
義
栄
（
允
）
は
北
朝
の
伝
統
的
な
涅
槃
学
至
上
主
義
に
立
ち
、
さ
ら
に
は
『
宝
性
論
』
や
『
仏
性
論
』
と
い
っ
た
一
闡
提
観
に
依
拠
す
る
こ
と
か
ら
、
神
泰
が
所
依
と
す
る
『
楞
伽
経
』
の
二
種
闡
提
、『
荘
厳
経
論
』
の
畢
竟
無
涅
槃
法
の
説
示
を
『
涅
槃
経
』
よ
り
低
次
な
教
説
と
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
こ
れ
ら
三
人
を
め
ぐ
る
唐
初
期
仏
性
論
争
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
分
は
新
訳
唯
識
の
教
理
が
十
分
に
研
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
思
想
的
形
成
過
程
で
あ
っ
た
た
め
、
ほ
ぼ
旧
訳
に
沿
っ
た
一
闡
提
成
仏
の
論
争
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
仏
性
論
争
涅
槃
経
一
分
無
仏
性
一
闡
提
楞
伽
経
註（ 
）
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
三
巻
「
本
事
分
中
成
就
品
第
四
」
の
中
に
「
若
非
二
涅
槃
法
一
。
一
闡
底
迦
。
究
竟
成
二
就
雑
染
諸
法
一
。
由
レ
闕
二
解
脱
因
一
亦
名
二
阿
顛
底
迦
一
。
以
二
彼
解
脱
得
因
一
必
竟
不
二
成
就
一
故
。」（
大
正
三
一
・
六
七
三
ｃ
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
同
様
の
文
脈
は
、
安
慧
糅
訳
『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
五
巻
「
本
事
分
中
成
就
品
第
四
」（
大
正
三
一
・
七
一
九
ａ
）
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
（
 
）
古
く
は
、
常
盤
大
定
『
仏
性
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）、
富
貴
原
章
信
『
中
国
日
本
仏
性
思
想
史
』「
富
貴
原
章
信
仏
教
学
選
５０
集第
一
巻
」（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
で
は
伊
藤
尚
徳
「
唐
初
仏
性
論
諍
の
再
考
察
│
引
用
経
論
の
分
析
か
ら
│
」『
仏
教
学
』
第
五
四
号
（
仏
教
思
想
学
会
、
二
〇
一
二
年
）
の
研
究
成
果
が
詳
細
で
あ
る
。
リ
ル
マ
テ
ニ
シ
ク
ル
（
 
）
『
法
華
秀
句
』
上
巻
末
の
「
自
二
其
大
唐
貞
元
十
四
年
（
七
九
八
）
一
。
至
二
大
日
本
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
歳
次
辛
丑
一
。
正
経
二
二
十
四
ヲ歳
一
。」（
伝
全
三
・
七
七
頁
）
の
記
述
に
基
づ
く
。
（

）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
一
一
頁
）。
（

）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
四
五
頁
）。
（

）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
五
〇
頁
）。
（

）
獻
誠
が
一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
か
全
く
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、『
涅
槃
玄
談
』
と
い
う
文
献
も
当
時
現
存
し
て
い
た
が
、
今
日
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
一
体
何
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。『
霊
巖
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録
』「
顕
教
経
論
疏
章
等
」
の
中
で
僅
か
に
「
般
若
心
経
疏
一
巻
獻
誠
法
師
撰
」（
大
正
五
五
・
一
〇
七
三
ａ
）
と
収
録
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
「
大
唐
の
大
安
国
寺
の
沙
門
」（
伝
全
三
・
一
五
二
頁
）
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
大
安
国
寺
は
長
安
の
東
北
に
存
在
し
た
大
刹
で
、「
大
安
国
寺
睿
宗
在
藩
舊
宅
。
景
雲
元
年
、
立
為
寺
。
以
本
封
安
国
為
名
」（『
長
安
志
』
八
巻
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
景
雲
元
年
（
七
一
〇
）
に
睿
宗
（
在
位
七
一
〇
〜
七
一
二
）
が
喜
捨
し
て
建
立
し
た
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
獻
誠
は
七
一
〇
年
以
降
、
こ
の
寺
院
に
住
し
て
存
命
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
大
安
国
寺
の
歴
史
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
小
野
勝
年
『
中
国
隋
唐
寺
院
史
料
集
成
│
史
料
篇
│
』
（
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
）
一
一
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（

）
永
超
の
『
東
域
伝
灯
目
録
』
を
参
照
し
て
み
る
と
、
神
泰
の
著
述
し
た
文
献
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
安
中
期
頃
に
は
流
伝
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
目
録
の
書
名
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。『
薬
師
本
願
経
疏
』
一
巻
（
仏
全
一
・
五
一
下
頁
）、『
仏
地
論
疏
』
四
巻
（
仏
全
一
・
六
二
上
頁
）、『
摂
大
乗
論
疏
』
十
巻
（
仏
全
一
・
六
二
下
頁
）、『
顕
揚
論
疏
』
□
巻
（
仏
全
一
・
六
四
上
頁
）、『
観
所
縁
縁
論
疏
』
一
巻
（
仏
全
一
・
六
四
下
頁
）、『
掌
珍
論
疏
』
二
巻
（
仏
全
一
・
六
八
上
頁
）、『
因
明
正
理
門
論
述
記
』
一
巻
（
仏
全
一
・
七
〇
上
頁
）、『
因
明
入
正
理
論
疏
』
二
巻
（
仏
全
一
・
七
〇
下
頁
）、『
因
明
入
正
理
論
述
記
』
一
巻
（
仏
全
一
・
七
〇
下
頁
）、『
倶
舎
論
疏
』
二
十
巻
（
仏
全
一
・
七
三
下
頁
）、『
十
二
縁
起
章
』
一
巻
（
仏
全
一
・
七
八
上
頁
）。
こ
の
中
で
今
日
現
存
す
る
も
の
は
、『
倶
舎
論
疏
』
二
十
巻
の
み
で
あ
り
、
そ
の
一
部
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
（

）
彼
の
活
動
し
た
史
実
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
東
域
伝
灯
目
録
』
に
拠
れ
ば
、
義
栄
に
は
『
薬
師
本
願
経
疏
』
一
巻
（
仏
全
一
・
五
一
下
頁
）
と
『
瑜
伽
論
義
林
』
五
巻
（
仏
全
一
・
六
三
上
頁
）
が
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
日
本
天
台
の
文
献
の
中
５１ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
に
お
い
て
義
栄
の
名
称
が
多
く
散
見
さ
れ
る
。
主
要
な
記
述
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
・﹇
最
澄
﹈
❶
『
守
護
国
界
章
』
下
巻
之
上
「
霊
潤
師
。
義
栄
師
。
元
曉
師
。
七
宝
台
。
大
原
府
等
。」（
伝
全
二
・
五
六
四
頁
）。
❷
『
守
護
国
界
章
』
下
巻
之
中
「
霊
潤
師
。
并
栄
法
師
。
大
薦
前
寶
。
後
賓
。
已
為
大
巻
。
具
指
要
文
。」（
伝
全
二
・
五
七
二
頁
）。
❸
『
守
護
国
界
章
』
下
巻
之
中
「
大
唐
諸
師
。
潤
。
賓
等
。
新
羅
曉
栄
等
。
都
不
許
無
常
。」（
伝
全
二
・
五
七
三
頁
）。
・﹇
蓮
剛
﹈（
八
一
五
│
八
〇
）
❹
『
定
宗
論
』
一
巻
「
義
栄
師
撰
新
旧
諍
二
十
巻
。
以
破
彼
義
。」（
大
正
七
四
・
三
二
三
ａ
）。
・﹇
安
然
﹈（
八
四
一
？
│
九
一
五
？
）
❺
『
教
時
諍
論
』
一
巻
「
新
羅
義
栄
法
師
。
作
新
旧
諍
論
。
以
弘
霊
潤
・
法
宝
之
遺
蹤
。」（
大
正
七
五
・
三
六
六
ａ
）。
❻
『
教
時
諍
論
』
一
巻
「
義
栄
法
師
。
不
忍
所
訳
違
背
正
理
。
而
撰
新
旧
諍
論
二
十
巻
。
以
破
神
泰
。」（
大
正
七
五
・
三
六
七
ｃ
）。
❼
『
真
言
宗
教
時
義
』
二
巻
「
又
元
曉
師
約
諸
宗
諍
作
和
諍
論
云
。
諸
宗
所
執
皆
得
仏
意
。
後
義
栄
師
作
難
和
諍
論
云
。
判
権
為
権
判
実
為
実
是
有
道
理
。
而
言
皆
得
仏
意
是
無
道
理
。」（
大
正
七
五
・
四
〇
〇
ｃ
）。
以
上
こ
う
し
て
見
る
と
、
第
一
に
義
栄
が
霊
潤
に
傾
倒
し
て
い
る
点
、
第
二
に
大
唐
で
は
な
く
新
羅
人
で
あ
る
と
い
う
点
、
第
三
に
「
新
旧
諍
論
（
二
十
巻
）」「
難
和
諍
論
」
を
撰
述
し
て
い
た
点
が
判
明
す
る
。
た
と
え
ば
、
興
味
深
い
情
報
と
し
て
、
❺
の
資
料
で
は
、
霊
潤
、
法
宝
の
教
え
を
弘
め
る
た
め
に
、
後
に
『
新
旧
諍
論
』（
二
十
巻
）
を
撰
述
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
無
論
、
こ
の
文
献
は
目
録
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
❼
の
資
料
で
は
元
暁
の
『
和
諍
論
』
に
対
し
て
義
栄
は
『
難
和
諍
論
』
を
撰
述
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
文
献
も
未
詳
で
あ
る
が
、
文
脈
を
尋
ね
る
限
り
、
同
じ
新
羅
人
で
あ
っ
て
も
和
諍
思
想
に
対
し
て
批
判
的
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
（
儗
）
『
続
高
僧
伝
』
一
五
巻
（
大
正
五
〇
・
五
四
五
ｃ
│
五
四
六
ａ
）。
（
儘
）
『
続
高
僧
伝
』
一
五
巻
（
大
正
五
〇
・
五
四
六
ａ
）。
（
儙
）
『
続
高
僧
伝
』
一
五
巻
（
大
正
五
〇
・
五
四
六
ａ
）。
（
儚
）
『
続
高
僧
伝
』
一
五
巻
（
大
正
五
〇
・
五
四
六
ｂ
）。
（
儛
）
『
続
高
僧
伝
』
一
五
巻
（
大
正
五
〇
・
五
四
六
ｂ
）。
（
儜
）
『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
六
巻
（
大
正
五
〇
・
二
五
三
ｃ
）。
（
儝
）
『
瑜
伽
師
地
論
』
一
〇
〇
巻
（
大
正
三
〇
・
八
八
一
ｃ
）。
５２
（
儞
）
『
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
』
一
巻
（
大
正
一
三
・
七
二
八
ａ
）。
（
償
）
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
一
巻
（
大
正
二
七
・
四
ｃ
）。
ま
た
『
開
元
釈
教
録
』
八
巻
「
五
百
大
阿
羅
漢
等
造
顕
慶
元
年
（
六
五
六
）
七
月
二
十
七
日
於
二
大
慈
恩
寺
翻
経
院
一
訳
レ
至
二
四
年
（
六
五
九
）
七
月
三
日
一
畢
」（
大
正
五
五
・
五
五
七
ａ
）。
（
儠
）
『
仏
祖
統
紀
』
三
九
巻
（
大
正
四
九
・
三
六
七
ａ
）。
（
儡
）
『
仏
祖
統
紀
』
三
九
巻
（
大
正
四
九
・
三
六
七
ｂ
）。
（
儢
）
『
成
唯
識
論
』
十
巻
（
大
正
三
一
・
五
九
ｃ
）。
ま
た
『
開
元
釈
教
録
』
八
巻
「
成
唯
識
論
十
巻
（
見
内
典
録
護
法
等
菩
薩
造
顕
慶
四
年
（
六
五
九
）
閏
十
月
於
玉
華
寺
雲
光
殿
訳
沙
門
大
乗
基
筆
受
」（
大
正
五
五
・
五
五
六
ｃ
）。
（
儣
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
五
四
頁
）。
（
儤
）
吉
村
誠
『
中
国
唯
識
思
想
史
研
究
│
玄
奘
と
唯
識
学
派
│
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
三
六
六
│
三
七
〇
頁
、
ま
た
前
掲
伊
藤
論
文
（
前
注
（
２
））
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
儥
）
『
開
元
釈
教
録
』
八
巻
「
顕
揚
聖
教
論
二
十
巻
（
見
内
等
録
無
著
菩
薩
造
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）
十
月
一
日
於
弘
福
寺
翻
経
院
訳
至
二
十
年
（
六
四
六
）
正
月
十
五
日
畢
沙
門
智
証
等
筆
受
）」（
大
正
五
五
・
五
五
六
ｂ
）。
（
儦
）
神
泰
の
コ
メ
ン
ト
に
「
新
摂
論
の
第
十
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
摂
大
乗
論
』（
十
巻
本
）
が
推
定
さ
れ
る
。「
十
巻
」
の
形
態
と
し
て
実
際
に
玄
奘
が
訳
出
し
た
も
の
で
は
、
無
性
の
『
摂
大
乗
論
釈
』
と
世
親
の
『
摂
大
乗
論
釈
』
の
二
本
し
か
な
い
。『
開
元
釈
教
録
』
八
巻
に
拠
れ
ば
、
無
性
造
『
摂
大
乗
論
釈
』
は
「
摂
大
乗
論
無
性
釈
十
巻
（
見
内
典
録
貞
観
二
十
一
（
六
四
七
）
年
三
月
一
日
於
弘
福
寺
翻
経
院
訳
至
二
十
三
年
（
六
四
九
）
六
月
十
七
日
於
大
慈
恩
寺
翻
経
院
訳
畢
沙
門
大
乗
巍
大
乗
林
等
筆
受
）」（
大
正
五
五
・
五
五
六
ｃ
）
と
あ
り
、
世
親
造
『
摂
大
乗
論
釈
』
は
「
摂
大
乗
論
世
親
釈
十
巻
（
見
内
典
録
第
三
出
与
陳
真
諦
隋
笈
多
出
者
同
本
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
十
二
月
八
日
於
北
闕
弘
法
院
訳
至
二
十
三
年
（
六
四
九
）
六
月
十
七
日
於
大
慈
恩
寺
畢
大
乗
巍
等
筆
受
）」（
大
正
五
五
・
五
五
六
ｂ
ｃ
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。
神
泰
が
ど
ち
ら
の
『
摂
大
乗
論
釈
』
を
依
用
し
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』
は
二
本
と
も
六
四
七
年
〜
六
四
九
年
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
（
儧
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
五
四
頁
）。
（
儨
）
拙
稿
「
唐
初
期
仏
性
論
争
に
お
け
る
一
闡
提
成
仏
の
考
察
│
霊
潤
の
「
一
巻
章
」
逸
文
資
料
を
中
心
に
│
」『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
七
号
（
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
（
儩
）
前
掲
拙
稿
（
前
注
（
儨
））
三
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
５３ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
（
優
）
仏
性
論
争
史
に
お
け
る
霊
潤
の
位
置
に
つ
い
て
、
前
掲
拙
稿
（
前
注
儨
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
儫
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
六
四
頁
）。
ノ
ハ
シ
テ
ス
コ
ト
ト
ル
リ
レ
ト
モ
ヒ
ニ
ヒ
ノ
ヲ
（
儬
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
末
の
中
で
義
栄
が
「
諸
文
一
切
。
会
為
二
少
分
一
。
起
レ
自
二
親
光
一
。
然
涅
槃
経
。
及
仏
性
論
。
並
不
レ
須
二
此
見
一
。
親
ソ
リ
ル
ヤ
ノ
ヲ
光
何
人
。
独
行
二
此
執
一
。」（
伝
全
三
・
二
二
一
頁
）
と
論
及
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
の
少
分
一
切
は
『
仏
地
経
論
』
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
か
。
（
儭
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
五
九
頁
）。
（
儮
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
七
三
頁
）。
（
儯
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
末
（
伝
全
三
・
一
八
七
頁
）。
（
儰
）
『
地
持
論
』
に
つ
い
て
の
情
報
は
未
詳
で
あ
る
が
、
田
村
晃
祐
氏
の
説
に
拠
れ
ば
、
曇
無
讖
が
訳
出
し
た
『
瑜
伽
論
』「
菩
薩
地
」
第
三
十
五
巻
か
ら
第
五
十
巻
に
相
当
す
る
抄
訳
と
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
、『
最
澄
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）
一
一
〇
頁
参
照
。
（
儱
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
末
（
伝
全
三
・
一
九
〇
頁
）。
（
儲
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
末
（
伝
全
三
・
一
八
七
頁
）。
（
儳
）
前
掲
拙
稿
（
前
注
儨
）
一
七
│
二
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
儴
）
『
北
本
涅
槃
経
』
三
六
巻
（
大
正
一
二
・
五
八
〇
ｂ
）。
（
儵
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
七
三
頁
）。
（
儶
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
七
九
頁
）。
（
儷
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
末
（
伝
全
三
・
一
九
五
頁
）。
（
儸
）
『
入
楞
伽
経
』
二
巻
「
集
一
切
仏
法
品
」（
大
正
一
六
・
五
二
六
ｃ
│
五
二
七
ａ
）。
（
儹
）
『
入
楞
伽
経
』
二
巻
「
集
一
切
仏
法
品
」（
大
正
一
六
・
五
二
七
ｂ
）。
（
儺
）
『
八
巻
楞
伽
経
』
の
翻
訳
者
と
成
立
事
情
は
不
明
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
八
巻
楞
伽
経
』
の
逸
文
に
関
し
て
、
同
じ
く
『
法
華
秀
句
』
上
巻
末
の
ル
ノ
ニ
シ
テ
シ
テ
ニ
ル
ル
ノ
セ
ナ
リ
テ
ス
ル
ニ
ノ
ノ
ノ
ヲ
ハ
ク
ノ
ハ
ク
ノ
ニ
中
に
「
玄
弉
三
蔵
。
在
二
西
天
一
日
。
略
去
白
レ
師
被
レ
呵
之
文
。
謹
案
二
倫
法
師
瑜
伽
論
記
第
十
三
一
云
。
三
蔵
云
。
八
巻
楞
伽
第
二
巻
ス
ヲ
ノ
ヲ
シ
ノ
ト
ニ
ハ
ニ
ハ
ナ
リ
ニ
リ
ニ
ハ
ノ
シ
テ
シ
ノ
ニ
ハ
ノ
弁
二
五
種
性
一
。
三
乗
定
性
為
二
前
三
人
一
。
四
不
定
性
。
五
一
闡
提
。
一
闡
提
有
レ
二
。
一
菩
薩
闡
提
。
畢
竟
無
二
成
仏
義
一
。
二
断
善
闡
シ
ヘ
ハ
ニ
ス
ス
ル
コ
ト
ヲ
リ
シ
ニ
ニ
ル
ニ
ノ
ヲ
シ
ノ
シ
テ
ノ
ヲ
ハ
ク
ハ
カ
ノ
提
。
若
遇
二
勝
縁
一
。
必
得
二
成
仏
一
。
余
在
二
西
方
一
時
。
已
看
二
楞
伽
梵
本
一
。
本
文
亦
同
。
西
方
大
徳
。
評
二
此
義
一
云
。
楞
伽
不
レ
説
二
第
五
ヲ
ク
ノ
ノ
ノ
ヲ
無
性
有
情
一
。
但
説
二
有
仏
種
中
二
種
闡
提
一
。」（
伝
全
三
・
一
〇
五
│
六
頁
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
５４
（
儻
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
末
（
伝
全
三
・
一
八
四
│
六
頁
）。
（
儼
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
末
（
伝
全
三
・
一
九
一
頁
）。
（
儽
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
末
（
伝
全
三
・
二
二
二
頁
）。
（
儾
）
『
北
本
涅
槃
経
』
三
六
巻
（
大
正
一
二
・
五
七
九
ｂ
）。
（
儿
）
『
法
華
秀
句
』
中
巻
本
（
伝
全
三
・
一
五
二
│
四
頁
）。
（
兀
）
『
一
乗
要
決
』
下
巻
（
恵
全
二
・
一
五
八
│
九
頁
）。
（
允
）
前
掲
拙
稿
（
前
注
儨
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、『
宝
性
論
』
や
『
仏
性
論
』
の
一
闡
提
説
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
源
信
『
一
乗
要
決
』
に
お
け
る
一
闡
提
理
解
」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
二
六
号
（
法
華
仏
教
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
六
月
刊
行
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
◆
原
典
は
以
下
の
通
り
略
記
し
た
。
・
伝
教
大
師
全
集
↓
伝
全
・
大
正
新
脩
大
蔵
経
↓
大
正
・
恵
心
僧
都
全
集
↓
恵
全
・
大
日
本
仏
教
全
書
（
大
法
輪
閣
版
）
↓
仏
全
５５ 仏性論争における一闡提成仏の基礎的研究
